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山本 宏子 ・ 根岸 啓子 ・ 根岸 弘
− 66 ㈣ −（ 4 ）
見
たこともないで、ござる。

































































































































































































































































































































































































折もよし。早速ながら 炊飯清掃の役を 頼み申 候。
前シテ
　畏まって候。
地謡
　　
げに怪しきは、狐狸の業
　げに怪しきは、狐狸の業。
　　　　
ふりかへり、尾を振れば、たちまち曇る
　人間の
　　　　
眼の曇り晴れやらず
　眼の曇り晴れやらず。
　　　 　
（中入）
地謡
　　
正体ばれしは、台所。今はこれまで 、
　
　　　
暇を乞へば、和尚は許して、望みのままに、
山本　宏子　・　根岸　啓子　・　根岸　　弘
− 68 ㈡ −（ 2 ）
ワキ
　　
お寺の屋根瓦、その下にある守り札、取って与へ候。
後シテ
　 それさへあれば、われは
　もとより
　備中一の
　古ギツネにて
　候へ
ば。
地謡
　　
お礼とて、和尚の眼前まぼろしの、釈迦の行列、あらはしにけり。
ワキ
　　
和尚おもはず合掌し、
地謡
　　
空上ぐれば一匹の
　空上ぐれば一匹の。空飛ぶキツネ、
　　　　
空の向こうに、小さく
　なりにけり。
　　　　
ぽつんと小さく、なりにけり。
3
?
?????
（ 「穀の精」 ）
　　　　
ワキ
　旅僧
　　　　　　　
四番目物
　季
　秋
　　　　
シテ
　おかか
　　　　　　　　　　　
所
　吉備新見
　　　
アイ
　米の精・麦の精・アワの精
　　　
大小前に唐紙屋敷の作り物（中にシテ）
ワキ
　　
（常座にて名乗）
　　　　
是は、諸国一見の、僧にて候。吉備路遙かに
　旅寝を重ね、
　　　　
 漸う、名も慕はしき、新見の里に、着きにけり
　新見の里に、つきに
けり。
　　　
 あら
　笑止
や。天、俄にかき曇り、雨風、頻りなりければ、これなる
無人の屋敷に、宿を借らばやと 存じ候。
（正中にて下居）
地謡
　　
一鉢に、霰吹き込む、乞食の道。
　　　　
一粒は、丹精こめたる、百姓の汗涙（あせなんだ）
。
　　　　
一鉢一粒、露命を繋ぐ、修行の身 。
　　　
今宵また、悟りに至る、一夜の宿。
アイ
　　
（作り物の右より）
　おかか
　おるか。
シテ
　　
（作り物の中より）
　おかか
　おるぞ。
アイ
　　
どおれ、米の精（正中に下居）
アイ
　　
（作り物の左より）
　おかか
　おるか。
シテ
　　
（作り物の中より）
　おかか
　おるぞ。
アイ
　　
どおれ、麦の精（正中に下居）
アイ
　　
（作り物の前より）
　おかか
　おるか。
シテ
　　
（作り物の中より）
　おかか
　おるぞ。
アイ
　　
どおれ、粟の精（正中に下居）
地謡
　　
餓鬼乗せて、寄せ来る火車（くわしゃ）の
　轍（わだち）の音、
　　　　
降り来る亡者、恨みは、深し。
シテ
　　
（作り物より出で）
　　　
満奇（まき）の洞
地謡
　　
千畳敷の、蝋（らふ）の火の、あかりに見たる
　顔をわすれじ。
アイ
　　
（一同、シテを囲みて）
　　　　
飽食の世の習ひ 百姓の報ひは薄く
地謡
　　
万（よろづ）の蔵に、朽ち果つる
アイ
　　
声なき
　我ら。
シテ
　　
おかかを慕ふ
　穀類の、
地謡
　　
夜ごと集まる、火宅に轟く、轍の音、山深き 新見
　里、
シテ
　　
一粒ならぬ、億千万劫（おくせん んごう）の
アイ
　　
眷属（けんぞく）を 救ひ給へ。
ワキ
　　
南無や大悲
　観世音。
地謡
　　
御僧祈れば、暁の、鳥
の声。五穀の
　憂ひ、一筋の、
　　　　
煙（けぶり）となって
　
　　　　
空に消ゆるぞ、はかなかり。
　　　
空に消ゆるぞ、はかなかりける。
5
?
???????
（ 「五百びくに」 ）
　　　　
ワキ
　薬屋
　　　　　　　
鬘物
　　
季
　夏
　　　　
シテ
　女
　　　　　　　　　　　　
所
　備中奈義
　　　
（大小前に藁屋の作り物）
